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－恒続林化のための広葉樹造林技術に関する調査－（R６～８） 
 

 若山 学・久保 健 

 

１．はじめに 

令和 2 年 3 月、「奈良県森林環境の維持向上により森林と人との恒久的な共生を図る条例」が制定された。本条

例では、目指すべき森林の姿として４つの林型（恒続林、適正人工林、自然林、天然林）が挙げられており、恒

続林、自然林、天然林については「地域の特性に応じた種類の樹木が存在する」ことが記されいるため、広葉樹

の施業技術についての知見が必要となっている。 

広葉樹の施業技術に関しては、いくつかの樹種について研究例があるが、針葉樹人工林を恒続林へ誘導するた

めの技術的手法の調査研究事例は少なく、体系的な技術指針や具体的な成功事例と言えるものも同様に少ない。

特に、奈良県においては、広葉樹人工造林の事例が少なく、広葉樹の植栽についての知見、特に植栽樹種の選択

や植栽適地の判定、保育管理のための施業地の諸条件が植栽木の成長に与える影響についての情報が不足してい

る。そのため、恒続林化技術指針に必要な基礎的資料を得ることを目的に調査を行うこととした。 

また、今後、混交林誘導整備事業を推進するにあたり、地域に対応した多様な広葉樹苗木の需要が予想される

が、針広混交林化に適した苗木の仕様や植栽方法についての知見はない。そのため、恒続林化に適した広葉樹苗

木の条件について、調査を行うこととした。 

 

２．材料と方法 

2.1 県内に植栽された広葉樹林人工林の林分構造、成長経過 

令和６年度はケヤキ林分（川上村 20 年生）、トチノキ林分（吉野町 19 年生）、ヒメシャラ主体とした林分（吉野

町 22 年生）、コブシを主体とした林分（吉野町 22 年生）およびカシ類混植林分（上牧町 8 年生）の５林分におい

て、それぞれ調査プロットを設定し、樹高、胸高直径について調査を実施した。 

2.2 広葉樹植林に適した苗木生産に関する調査 

令和６年度は、恒続林化に有効と考えられるコナラおよびイチイガシについて、奈良県森林技術センター内に

生育する母樹より種子を採種、プランターに播種をおこない、育苗を開始した。 

 

３．結果 

3.1 県内に植栽された広葉樹林人工林の林分構造、成長経過 

それぞれの林分の調査結果は表のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 広葉樹植林に適した苗木生産に関する調査 

 コナラおよびイチイガシのいずれも、次年度にコンテナ化を行う予定である。 

表　令和6年度に調査を実施した広葉樹人工林の平均樹高および平均胸高直径

植栽樹種 所在地 林齢 平均樹高（m） 平均胸高直径（cm）

ケヤキ 川上村 19 10.2 13.2

トチノキ 吉野町 19 8.5 15.7

ヒメシャラほか 吉野町 22 6.5 9.4

コブシほか 吉野町 22 6.8 10.2

カシ類混植 上牧町 8 3.0 2.7


